
① 	青森県五所川原市岩木町12 	 〔毎月2回・I日・15日発行〕 

のミ、は側ち 
発 行 所 

五所川原市役所 

引4号 

昭和57年 3月1日 

印刷卿佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 	25, 795人 
	

世 帯 数 	14,654 

	

53, 287人 
	

女 27, 492人 
	

（昭和57年 2 月1日現在）住民基本台帳から 

福士さんらワ4人を表彰 
勤続の優良商工従業員 

「永年の勤続ご苦労さま」 

第27回、優良商工従業員の表彰式が 2 月18日午後、 

産経会館五階におよそ80人の関係者が出席して行なわ

れ、特別功労者の福士富美さん〈津軽東芝音響（株）> 

ら74人が表彰されました。 

ロ30年以上勤続者 野村富男、今喜久三、坂田輝孝 

〈以上津鉄（株）〉、小田桐留太郎〈（有）鶴谷製材所〉、 

杉山道栄、田中義光〈以上藤田クリーニング（株）〉、 

上原清治〈マルワ商会〉、工藤慶太郎、渋谷春一〈以

上（株）前田製材所〉 

ロ特別功労者 福士富美〈津軽東芝音響（株）〉、一

戸順子〈丸幸商事（株）、 敬称略 

（写真＝=2月18日、産経会館で） 

      

      



昭和57年（1982年） 3 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （514号） ② 

田植えは、男女共3,800円 
57年度農業日雇賃金等の標準額まとまる 

農業日雇賃金 

田畑別 
男
 
女
 

ロ
力
 

口
ク
 

作
 
業
 

 

，、り撫鳶贈・二標 11 （寧 ‘ ~ 女’一 

水
 
田
 

田 	 植 1日当り賄なし “蓄“~ 3,8 0 0円 

稲 ク 3,800円 3,800円 

脱 	穀 	調 	整 ク 3 , 8 0 0 P1 3,800円 

畑
  

りんご勇定（特技者を除く） 1日当り賄なし 5,100円 

り 	ん 	ご 	授 	粉 ク 3 , 5 	0 	0 I'l 3,500円 

り 	ん 	ご 	摘 	果 ク 3,800円 3 , 8 0 0 Hi 

り 	ん 	ご 	袋 	掛 1 	日 	当 	り 3,8 00円 

り 	ん 	ご 	収 	穫 1日当り賄なし 3,500円 3,500円 

薬 	剤 	散 	布 	作 	業 ク 3, 5 0 0 Hi 3,5 0 0 円 

般 	農 	作 	業 ク 3,500円 3,500円 

耕転機等賃料 

機械別 作 業 別 57年度標準額 

耕ト 

フ 

転ク 

タ 

機 1 

田 打 砕 き 10 	a 当 	り 4,800円 

畑 打 砕 き ク 4,800円 

田 荒 し ろ か き 10 a 当 り（ 2 	回） 3,800円 

田 植 し ろ か き ク ク 3,800円 

耕 起 よ 	り し ろ か き 10 	a 当 	り 12,000円 

ノぐ 	イ ン ダ ー 糸 持 10 a 当 り 8,700円 

ノ、 	ー べ ス タ ー 人 付 10 a 当 り 5,700円 

コ 	ン ノぐ イ ン ク 16,000円 

田 植 機 ク 4,700円 

オ ペ レ ー タ ー 賃 金 1 H 当 り 6,500円 

青少年の善行者を推薦して下さい 

ー
 

(
z
 

社
団
法
人

・
日
本
善

行
会
で
は
、
毎
年
善
行

を
し
た
個
人
、
団
体
を

推
薦
し
て
も
ら
い
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

社
会
の
た
め
、
人
の

た
め
勇
気
を
も
っ
て
黙

々
と
善
行
を
し
て
き
た

個
人
、
団
体
を
推
薦
し

て
下
さ
い
。
 

ロ
表
彰
の
名
称
 
青

少
年
善
行
表
彰
 

ロ
対
象
年
齢
 
お
お

む
ね
三
十
歳
未
満
 

ロ
推
薦
方
法
 
推
薦

書
用
紙
（
市
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
）
に
、
 

必
要
な
事
項
を
記
入
し

て
、
三
月
八
日

（月
）
 

ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
 

ロ
提
出
先
 
市
教
育

委
員
会

‘
社
会
教
育
課
 

（
廿
⑩
一
二
一
一
番
・

内
線
二
五
〇
番
）
 



昭和57年（1982年） 3月I日 広報ごしょがわら ③ (514号） 

一月
 
日
か
ら
市
役
所
（
病
院
を
除
く
）
の
執
務
時
間
 

が
、
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
，
 

ロ
期
間
 
三
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
 

ロ
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で

（
 

市
の
執
務
時
間
が
変
更
 

昼
一
の
休
憩
時間
は
、
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
十
五

分
 

ま
で
）
 

ロ
土
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
零
時
十
五
分
ま
で
。
 

」1
1は
次
の
日
程
で
開
設
し
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
三
月
十
日
（
水
）
、二
十
四
日
（
水
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
 

交
通
事
故
巡
回
相
談
所
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
別
館
 

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

五
所
川
原
市

・
市
民
相
談
室
 

れ
 

経営移譲年金受給者の皆さん、今年も現況届を提出する時期がきました。 

経営移譲年金の受給者は、3月31日までに現況届を提出しましょう 

1．用紙の送付 

現況届は、 2 月末日までに農業者年金基金から現況届を提出しなけれ

ばならない方あてに直接お送りしております。 

2一提出しなければならない方 

今回、現況届を必ず提出しなければならない方は、昭和56年 3 月31日

までに裁定を受けた受給者です。したがって、年金を初めて受けられる

ようになってから、 1年を過ぎていない昭和56年 4 月1日以後に裁定さ

れた方は、今年の現況届を提出する必要はありません。 

3．証明・確認を受ける前に 

現況届の証明、確認欄には必ず、 3 月1日以後に市役所（住民登録が

支所にある場合は支所）で、市長の証明を受けたのち、農業委員会会長

の確認を受けて下さい。 

4．提出期限 

現況届の提出期限は、 3 月31日です。なお、現況届が期限までに提出

されないときは、提出されるまでの間支払いは一時差し止められますの

で、ご注意下さい。 

農
業

委
員
会

委

員
の
 

選
挙

人
名
簿
の
確
認
を
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
 

た
、
 
「
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
 
口
縦
覧

場
所
 
市
選
挙
管
理

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人

名
 
書

」
に
基
づ

い
て
調
整
さ
れ
た
 
委
員
会
事

務
局
（
本
庁
四
階
）
 

簿
を
縦
覧
に
供
し

て
い
ま
す
。
 

も
の
で
す
。
 

ロ
異
議
申
出
期
間
 
縦
覧
期

縦
覧
期
間
内
に
名
簿
を
確
認
 
口
縦
覧

期
間
 
二
月
二
十
三
 

間
内
 

し
て
下
さ
い
。
 

日
か
ら
三
月
九
日
ま
で
 

ロ
選
挙
権
を
有
す
る
方
 

こ
の
名
簿
は
、
有
資
格
の
皆
 
（
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
 
市

内
に
住
所
を
有
し
、
昭
和

さ
ん
か
に
ザ
先
き
に提
出
が
あ
っ
 

後
五
時
ま
で
）
 
三
十
七
年
四

月
一
日
以
前
に
生
 
 

ま
れ
た
方
で
、
次
の
m

、
ま
た

は
同
に
該
当
す
る
方
 

の
十

J
以
上
の
農
地
を
耕
作

す
る
方
及
び
同
居
の
親
族
、
ま

た
は
そ
の
配
偶
者

（
耕
作
に従

事
す
る
日
数
が
年
間
お
お
む
ね

六
十
日
に
満
た
な
い
方
は
除
く
 

)
 

回
十

J
以
上
の
農
地
を
耕
作

す
る
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
 

ま
た
は
社
員
（
耕
作
に
従
事
す

る
日
数
が
年
間
お
お
む
ね
六
十

日
に
満
た
な
い
方
は
除
く
）
 



年
金
の

は
が
か
レ
 その8② 

月 齢 対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

3 カ月児 
昭和56年11月
生まれの乳児 

3 月 9 日 

旧中央公民館 6 カ月児 
昭和56年 8 月
生まれの乳児 

3 月16日 

1 	歳 
6 カ月児 

昭和55年 9月
生まれの乳児 

3月23日 

乳幼児の健康診査 
乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行い 

ます。該当する赤ちゃんには、受診させるように 

して下さい。 

ロ受 付 時間 午後 0時30分から 1時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受 

けている乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

   

   

 

血 

 

   

 

の 

 

国 
園 

 

 

内 

 

年
金
の
支
払

月
 

年
四
回
に

分
け
て
支
払
わ

ら
れ
ま
す
。
 

通
算
老
齢
年
金

は
、
年
一
一

回
で
す
。
 

年
金
は
、

三
カ
月
分
ず

つ

を
ま
と
め
て
、
毎
年
三
月
、
 

六
月
、
九
月
、
十
二
月
（
老

齢
年
金
は
十
】

月
）
に
支
払

わ
れ
ま
す
が
、
通
算
老
齢
年

金
は
、
六
カ
月
分
を
ま
と
め

て
、
毎
年
六
月
、
十
二
月
に

支
払
わ
れ
ま
す
。
 

年
金
の
支
払
方
法
 

年
金
の
支
払
い
は
、
郵
便
 

現
在
、
国
民
年
金
の
保
険
料

は
四
、
五
〇
〇
円
で
す
が
、
今

年
の
四
月
か
ら

ー
カ
月
分
が
五
、
 

二
二
〇
円
に
変
わ
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
老
齢
年
金
の
受
給

者
が
増
え
続
け
て
い
く
の
と
、
 

年
金
額
が
物
価
上
昇
な
ど
に
合

わ
せ
て
、
毎
年
増
額
さ
れ
て
い

く
た
め
に
、
給
付
の
不
足
分
を

補
う
国
の
負
担
額
も
増
え
、
被
 
 

局
や
農
協
、
銀
行
等
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
 

年
金
の
支
払
い
は
、
裁
定

請
求
の
と
き
に
、
ご
自
分
が

希
望
す
る
郵
便
局
や
農
協
、
 

信
用
組
合
、
信
用
金
庫
、
銀

行
等
を
申
し
出
れ
ば
そ
こ
で

受
け
ら
れ
ま
す
。
 

信
用
組
合
、
信
用
金
庫
、
 

銀
行
の
場
合
は
、
預
金
通
帳

を
ご
提
示
願
い
ま
す
。
 

農
協
の
場
合
は
、
裁
定
請

求
書
に
農
協
の
証
明
印
が

必
 

保
険
者
の
保
険
料

負
担
額
も
増

え
て
い
く
た
め
で
す
。
 

国
民
年
金
で
は
、
年
金
給
付

額
の
三
分
の

ー
が
国
庫
補
助
さ

れ
て
お
り
、
加
入
期
間
短
縮
に

よ
る
特
例
加
算
部
分
に

つ
い
て

は
、
さ
ら
に
手
厚
い
国
庫
補
助

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
改
正
後
の
年
金

の
給
付
を

現
年
度
だ
け
で
賄
う
と
す
れ
ば
 
 

要
で
す
。
郵
便
局
以
外
の
場

合
は
、
全
部
ご
自
分
の
預
金

口
座
に
自
動
振
込
み
に
な
り

ま
す
。
 

ま
た
、
郵
便
局
に
も
振
替

預
入
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
願
い
ま
す
。
 

毎
年
、
現
況
の
届
出
を

年
金
を
引
き
続
い
て
受
け
 

る
た
め
に
は
、
毎
年
一
回
、
 

現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
 

「
国
民
年
金
受
給
権
者
現

況
届
」
と
い
う
も
の
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
届
は
、
受
給
権
者
が

引
き
続
い
て
年
金
を
受
け
る
 

必
要
な
保
険
料
は
ー
カ
月
分
で

八
、
六
〇
〇
円
程
度
に
な
り
ま

す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
保

険
料
の
額
が
改
正
さ
れ
ま
す
が

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

国
民
年
金

の
保
険
料
を
ま
だ

納
め
て
い
な
い
人
は
お
り
ま
せ

ん
か
。
 

納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
 
 

条
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

を
、
国
が
確
認
す
る
た
め
の

大
切
な
手
続
き
で
す
か
ら
、
 

こ
れ
を
息
る
と
、
年
金
の
支

給
を
差
し
止
め
ら
れ
る
こ

と

が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
下

さ
い
。
 

こ
の
届
の
提
出
時
期
は
、
 

老
齢
年
金
と
通
算
老
齢
年
金

は
、
誕
生
日
の
月
の
末
日
ま

で
で
す
。
 

障
害
、
母
子
、
準
母
子
、
 

遺
児
、
寡
婦
の
各
年
金
は
五

月
二
十
日
ま
で
で
す
。
 

提
出
時
期
が
近
づ
く
と
、
 

社
会
保
険
庁
か
ら
届
出
用
紙

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
 

必
要
な
証
明
を
添
え
て
早
く

返
送
し
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
四
月
中
に
五
十
七
年

度
保
険
料

一
年
分
を
前
納
し
ま

す
と
、
定
額
保
険
料
で

一
、
五

一
〇
円
、
付
加
保
険
料
で

一
、
 

六
三
〇
円
割
り
引
き
に
な
り
ま

す
。
 

一
度
お
調
べ
下
さ
い
。
 

五
十
六
年
度
四
期
分
の
納
期

限
は
二
月
二
十
七
日
で
し
た
が

な
ん
と
か
今
月
中
に
納
め
て
下
 
 

さ
い
。
 

国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
て

も
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
せ
ん

と
、
老
齢
年
金
は
も
と
も
り
、
 

万
ー
ケ
ガ
を
し
た
り
、
ご
主
人

に
亡
く
な
ら
れ
た
時
に
、
障
害

年
金
、
母
子
年
金
な
ど
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
う
っ
か
り
納
め
忘
れ

の
ま
ま
二
年
を
過
ぎ
ま
す
と
、
 

移
動
採
血
車
「
青
い

鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行
 

い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

＠
三
月
＋
日
（
水
）

o
午
前
 
 

時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
保
険
料
は
必
ず
納
期
ま

で
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

詳
し

い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

十
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
、
 

敷
島
町

・
敷
島
分
院
前
 

〇
当
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
三
時
ま
で
、
鎌
谷
町

‘
鎌
谷

集
会
所
前
 

あ
な
た
も
献
血
手
帳
を
。
 

昭和57年（1982年） 3 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （514号） ④ 

四
月
か
ら

五
、
二
二
〇
円
に
 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

年
金
の
受
け
方
、
支
払
い
時
期
な
ど
 

忘
れ

て
い
ま
せ
ん
か
 

国
民
年

金

の
保
険

料
 

【
 



広報ごしょがわら 	 昭和57年（1982年） 3月I日 ⑤ (514号） 

地区別検認会場及び日程 

国 民 健 康 保 険
被保険者証の検認を 

せん。 

皆さんが現在持っている被保険者証（昭和56年 4 月更新）は 

3 月31日で有効期限が切れます。 

検認印のないものは、 4 月1日以降使用できませんので、必 

ず検認を受けて下さい。 

ロ検認を受ける際 

1，被保険者証をご持参下さい。 

2 ．被保険者証に出生、死亡、転入、転出、そのほか脱退等 

の変動があった場合は、係員にその旨を申し出て下さい。 

（この場合、印鑑が必要です） 

被保険者証は、皆さんが、勝手に訂正することはできま 

地 区 月日 曜 検認会場 時 	間 対 象 区 域 

七 和 3.15 月 七和支所 9:00-12:00 七和地区 

長 橋 3.15 月 長橋支所 13:00-115:30 長橋地区 

梅 沢 3.16 火 梅沢支所 9 :00~iz:oo 梅沢地区 

飯 詰 3.16 火 飯詰支所 13:00-15:30 飯詰地区 

毘沙門 3.17 水 毘沙門支所 9 :0O-12:OO 毘沙門地区 

三 好 3.17 水 三好支所 13:00-15:30 三好地区 

栄 3.18 木
  

市役所 2 階 
ロ 	ビ ー 

9:00-15:00 栄地区（みどり町含む） 

松 島 3.19 金
  

市役所 2階 
ロ 	ビ ― 

9 :oo-15:oo 松島地区 

中 川 3.20 土
  

市役所 2階 
ロ 	ビ ー 

9 :00-12:00 中川地区 

本 庁 

3.23 火
  

市役所 2階 
ロ 	ビ ー 

9 :00-15:00 

川端町・旭町・岩木町

中川長橋・栄町（八重菊） 

蓮沼（不魚住）・幾世森

下平井町・松島町’ 

3.24 水
  

市役所 2階 
ロ 	ビ ー 

9 :00-15:00 

湊団地・元町・田町・東町

新町・鎌谷町（下り枝） 

―ッ谷・鳥森・大町‘本町

弥生町 

3.25 木
  

市役所 2階 
ロ 	ビ ー 

9 :00-15:OO 

幾島町・柏原町・末広町

上平井町・新宮町（芭蕉） 

錦町・寺町・中平井町

敷島町 

3.26 金
  

市役所 2階 
ロ 	ビ ― 

9 :00-15:oo 小曲・布屋町・若葉一雄田

柳町 

全 域 
3.29 
1 

3.31 

月
ー
水
 

市役所保険 
衛 生 課 
（窓口8 番） 

9 :00一 15:00 地区の検認期日に受けられ

なかった方 

一
般
廃
棄
物

（
ごみ
）
処
理

に
関
す
る
諮
問
に
つ
い
て
 

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
十
日
、
 

高
瀬
焼
却
場
及
び
野
里
埋
立
地

を
視
察
後
の

一
般
廃
棄
物
（
ご

み
）
問
題
懇
談
会
に
、
事
業
活

動
に
伴
う

一
般
廃
棄
物
及
び

一

般
家
庭
か
ら

一
時
的
に
排
出
さ

れ
る
多
量
の
ご
み
を
含
め
、
自
 
 

ら
市
の
所
有
す
る
埋
立
地
に
搬

入
さ
れ
る
ご
み
に
つ
い
て
、
 
「
 

こ
れ
を
有
料
制
に
す
る
こ
と
が

適
当
か
否
か
』
 
『妥
当
で
あ
る

と
す
れ
ば
そ
の
金
額
は
ど
の
程

度
に
す
べ
き
か
」
を
諮
問
し
ま

し
た
。
 

そ
の
諮
問
理
由
を
大
別
す
る

と
、
次
の
二
点
に
な
り
ま
す
。
 
 

一
、
 『ご

み
』
 
を考
え
よ
う
シ
 

リ
ー
ズ
で
も
再
三
述
べ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
年
々
増
加
す
る

ご
み
の
中
で
、
と
く
に
急
増
し

て
い
る
の
は
『
土
建
』
 
『商
店
 

』
 
『事
業
所
』
か
ら
直
接
、
ま

た
は
処
理
業
者
に
よ
り
運
ば
れ

る
事
業
系
の
ご
み
で
す
。
 

増
大
す
る
ご
み
の
量
に
対
し

て
、
高
瀬
焼
却
場
（
一
日
当
た

り
六
十
J
）
は
老
朽
化
に
伴
な

い
焼
却
能
力
も
低
下
し
て
お
り

ま
た
埋
立
地
も
狭
あ
い
を
招
い

て
い
る
現
状
で
す
。
 
『焼
却
場

の
新
設
」
 
『新
し
い
埋
立
地
の

確
保
」
は
莫
大
な
金
額
と
時
間
 
 

を
要
す
る
と
い
う
大
変
な
問
題

を
か
か
え
て
お
り
ま
す
。
 

二
、
ご
み
の
処
理
は
、
 
『廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
』
第
四
条
（
国
及
び
地
方

公
共
団
体
の
責
務
）
及
び
第
六

条
（
市
町
村
の
処
理
）
の
規定
に

よ
り
、
市
町
村
が

一
般
家
庭
の

ご
み
の
収
集

・
運
搬
及
び
処
分

を
行
い
、
第
五
条
に
規
定
さ
れ

て
い
る
清
潔
の
保
持
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
 

同
法
第
三
条
（
事
業
者
の
責

務
）
で
、
事
業
者
は
そ
の
事
業

活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物

を
自
ら
の
責
任
に
お

い
て
適
正

に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
昭

和
四
十
七
年
の
市
条
例
を
制
定

し
た
当
時
は
、
ご
み
の
量
も
少

な
か
っ
た
の
で
、
市
が
肩
代
わ

り
し
て
処
理
し
て
ま
い
っ
た
の

が
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
実
態

で
す
。
 
 

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と

し
て
、
進
学
資
金
貸
付
の
利
用

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

手
続
き
も
簡
単
で
す
の
で
、
 

借
り
入
れ
を
希
望
さ
れ
る
方
は

公
庫
へ
申
込
書
を
ご
請
求
下
さ

い
。（
お電
話
で
も
結
構
で
す
）
 

取
扱
期
間
 

一
月
か
ら
四
月

ま
で
。
 

融
資
限
度
 

一
世
帯
五
十
万

円
以
内
。
 

利
 
率
 
年
八

・
三
％
 

使
 
途
 
学
校
へ
の
納
付
金

受
験
費
用
、
教
科
書
代
、
制
服

代
、
下
宿
の
敷
金
な
ど
進
学
に

必
要
な
資
金
。
 

返
済
方
法
 
お
子
様
の
修
学

年
限
以
内
の
元
利
均
等
月
賦
返

済
。
（
ボ
ー
ナ
ス
払
い
併
用
も
あ

り
ま
す
）
 

保
証
人
 

一
人
以
上
。
（進
学

保
証
基
金
利
用
の
場
合
は
不
要
 

)
 

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
左
記

へ
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

弘
前
市
大
町
三

ー
一
 
一
八

国
民
金
融
公
庫
弘
前
支
店
（
廿

〇

一
七
二
⑩
六
三
〇
三
）
 

な
お
、
お
近
く
の
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協
、
 

漁
協
、
学
働
金
庫
で
も
取
り
扱

っ
て
お
り
ま
す
。
 

郵
貯
進
学
積
立
を
さ
れ
て
い

る
方
は
郵
便
局
へ
ご
相
談
下
さ
 

い
。
 

「
国
の
進学
ロ
ー
 
ン」
の
ご
案
内
 

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
 
・
大
学

へ
進
学
さ
れ
る
お
子
様
 



少
年
非
行
の
防
止
は
、
今
や

国
民
的
な
課
題
と
言
っ
て
も
い

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
少
年

た
ち
は
、
あ
る
日
突
然
、
非
行

に
走
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

注
意
し
て
い
れ
ば
必
ず
見
い
だ

せ
る
“
前
触
れ
）
が
あ
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
子
供
の
言
葉
遣
い

ゃ
態
度
に
変
化
が
見
ら
れ
た
場

合
で
す
。
何
か
と
い
う
と
、
投

げ
や
り
な
言
葉
を
吐
い
て
、
真

面
目
な
生
き
方
を
軽
蔑
（
け
い

べ
つ
）
す
る
よ
う
な
態
度
を
見

せ
た
り
、
す
ぐ
に
分
か
る
よ
う
 

な
う
そ
を
言
っ
て
、
そ
れ
が
親

や
先
生
に
知
れ
て
も
平
気
と
い

う
よ
う
な
様
子
が
見
ら
れ
る
時

な
ど
は
、
非
行
化
へ
の
注
意
信

号
が
と
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
 

ま
た
、
親
の
よ
く
知
ら
な
い

友
達
が
い
つ
の
間
に
か
増
え
て

い
て
、
名
前
を
聞
い
て
も
あ
い

ま
い
な
返
事
を
す
る
と
か
、
外

出
先
や
帰
宅
時
間
が
は
っ
き
り

し
な
く
な
っ
て
く
る
こ
と
な
ど

も
、
要
注
意
で
す
。
そ
の
ほ
か

食
べ
盛
り
な
の
に
、
タ
食
に
手
 

,
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
こ

協
力
下
さ
い
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千 田 夏 光 

ピ 	ラ 	ミ 	ッ 	ド D・マコーレイ 沢 木 耕太郎 

カ 	テ 	ド 	ラ 	ル 4 大 森 	契 

都 	 市 4 三 浦 綾 子 

合同句集いわ き 岩 木 吟 社 増 田 れい子 

西はじめ遺歌集 西 	はじめ 竹 西 寛 子 

石坂洋次郎の文学 森 	英 ー 佐 藤 愛 子 

夢 の 陸奥運河 小宮山 ハ ル 小 松 左 京 

行 	程 	記 中 川 	某 小 泉 rタ エ 

八 	戸 	外 	史 清 水 末 喜 小 島 直 記 

青森県の遺跡めぐり 

母 	原 	病 

バンコクの妻と娘 

足指でっづった
スウエーデン日記 

鈴 木 克 彦

久 徳 重 盛

近 藤 紘 ―

小山内 美智子 

今 井 美沙子 

渡 辺 淳 ―' 

山 田 正 紀 

山 田 	稔 

雪 ぐ に の 人 生 山 川 	肇 丹 羽 文 雄 

M・メーテル 
白 蟻 の 生 活 

リンク 
井 沢 元 彦 

津軽のこわい話 赤 石 	宏 川 西 政 明 

Jし の ふ る さ と 神 	守 夫 中 川 	淳 

天使よ大空へ掬べ 菊 田 	昇 山 田 風太郎 

発明発見の紹介 56 特 	許 	庁 吉 行 理 恵 

日 	本 	の 	凧 新 坂 和 男 谷 川 俊太郎 

ラブふるさと・らぶシネマ 熊 谷 拓 治 吉 行 淳之助 

3 月 7 日～13日は 

建築物防災指導週間です 
火災・ガス爆発など 

建築物災害の防止に努めましよう 

書
 

を
付
け
な
い
こ
と
が
増
え
た
よ

う
な
と
き
は
、
学
校
帰
り
に
ス

ナ
ッ
ク
な
ど
に
寄
り
道
し
て
い

る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
 

生
活
時
間
を
キ
チ
ン
と
守
ら

せ
、
友
達
づ
き
あ
い
に
つ
い
て

も
、
時
に
は
親
同
士
が
連
絡
を

と
っ
て
確
認
し
合
う
な
ど
、
子

供
の
生
活
の
輪
郭
を
し
っ
か
り

つ
か
ん
で
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
 

一
方
、
非
行
に
向
か
う
初
期

の
段
階
で
、
少
年
た
ち
の
ほ
と

ん
ど
が
喫
煙
を
経
験
し
ま
す
。
 

ポ
ケ
ッ
ト
に
た
ば
こ
が
入
っ
て

い
た
り
、
に
お
い
が
す
る
よ
う

な
と
き
は
、
要
注
意
で
す
。
も

し
、
近
所
の
少
年
が
た
ぱ
こ
を

吸
っ
て
い
る
姿
を
見
か
け
た
ら

ひ
と
声
か
け
て
注
意
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。
 

通
学
路
に
あ
る
ポ
ル
ノ
雑
誌

な
ど
の
自
動
販
売
機
は
、
撤
去

し
た
り
規
制
す
る
方
法
を
地
域

ぐ
る
み
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

大
人
が
し
っ
か
り
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
、
早
い
う
ち
に
非
行

の
芽
を
摘
み
取
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。
 


	001
	002
	003
	004
	005
	006

